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東浦町団体ヒアリング調査 開催記録 

 

１．開催概要 

東浦町の第６次総合計画の基本構想及び基本計画の参考意見とするとともに、今後の「協働のまち

づくりの中心的な担い手」としての意識の醸成、町政に対する意向や要望、行政との連携・協働の

方向性を把握することを目的として実施。 

日にち 平成29年9月20日(水) 平成29年9月21日(木) 平成29年9月30日(土) 

時間 10:30 14:00 14:00 14:00 

分野 子育て まちづくり 福祉 まちづくり/子育て/福祉 

団体数 ３ １ ５ １/２/２ 

場所 東浦町総合ボランティアセンター なないろ 

調査方法 調査シートを事前送付・記載内容を基にヒアリング実施 

 

 

２．意見の内容 

 

（１）東浦町のまちづくりの課題・対応策 

分類 課題 対応策 

地域コミュニ

ティ関連 

【 6件 】 

 生活スタイルが変わり、個の主張

が強くなっていて、地域コミュニ

ティの存在が危ぶまれている。役

場がボランティアに頼りすぎて育

てようとする意識が感じられな

い。 

 

 後から来た人に地域の文化や行事

を共有できていない。行政が上か

ら言っても、浸透しない。これを

カバーするのが地域のつながり。

それを行政がこういうことが大切

だと、旗振りをするのが必要。 

 歴史文化に限らず、地域の資源を

活用。隠れた歴史的文化的価値の

あるものを行政が旗振ってそれを

見えるようにすべき。 

 地域を知ることについて、子ども

の教育も必要なのでは。大学のイ

ンターンシップでは遅い。小中学

校のうちに見学会をすべき。 

 「おだい祭り」を行事の当日だけ

で終わらすのはもったいない。桜

まつりも含めた期間でおだい祭り

とすべき。 

 外国人との交流の場があるとよい 

資金関連 

【 4件 】 

 助成金や補助金の応募条件が厳し

い。 

 助成金や補助金の情報提供が少な

い。 

 条件が緩いと応募しやすい。 

 助成金補助金枠組みにもっと余裕

が持てると助かる。 
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情報提供関連 

【 2件 】 

  文化遺産、企業等社会資源、生活

も含めてすべてを行政がもっと住

民に対してPRすべき。 

 住民の声を聞く窓口をつくるべ

き。サイレントマジョリティの声

を聞く仕組みを作って欲しい。 

 

（２）行政との協働、連携に望むこと 

分類 行政とともに取り組みたい・拡充し

たい活動 

取り組みを進めるにあたって望むこ

と・必要な支援 

行政との協働

について 

【 16件 】 

 行政の地域の連携、情報共有につ

いては、関係が薄い。行政がもっ

と住民に頼ってもいいのではない

か。 

 小さな枠で載せてもらえることは

知っているが、手続きがめんどく

さい上、こんな小さいのを見てい

るかどうか。 

 町と連携と言われても、何を求め

られているのかわからない。 

 むしろ町から求めて頂ければ、私

たちも動きやすい。 

 ボランティアは求められるとやり

がいがある。 

 ボランティアは集まる場合もある

が、指示がないと動けないことが

多い。 

 司令塔がほしい。そういう感じで

町がボランティアに振って欲し

い。 

 力量をみながら、指令ほしい。 

 ボランティアは、言われたらやる

ので、こちらから要望を出すこと

はよっぽどでなければない。 

 行政が仕事を進めるためには部や

課を作るが、そうは言っても縦割

りになり、人の連携がうまくとれ

ない。 

 団体の連携について役場の中で情

報共有ができてない。同じことを

何度も聞かれる。役場もどんな団

体があるのか何やってるのかくら

いは知ろうとしてほしい。 

 役場が「子育て関係だけ集まって

もらおう」など役場の方でまとま

ってやってほしい。 

 役場がもっと団体へ協力すべき。
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役場が何かやって欲しければ、役

場がもっと歩み寄るべき。 

 役場職員は、紙面ではなく団体を

自分たちの目で確認すべき。 

 行政が意見を聞く場を定期的に設

けるべき。 

 ボランティアが長く気持ちよく活

動できるよう役場がもっと意見を

聞いて活用すべき。 

他団体との連

携について 

【 5件 】 

 他の団体の問題点や悩みを知らな

い。それをオープンにして交流す

るだけでも活動の幅が広がる。 

 東浦の住民の地域のつながりを強

める。行政は旗振りをして、他の

団体や住民を活用し、それを束ね

て大きなことにするのが役目。旗

だけ示して、住民が動ける仕組み

が作るべき。 

 町内の他の団体にお願いしたいこ

ともあるが、つながりがないため、

頼みにくい。 

 横のつながりは難しい。ある程度

つながりのある団体や企画で役場

が団体を集めるべき 

 ボランティアと受け入れ側の意見

交換の場がほしい。ボランティア

側から受け入れ側への意見を言う

場もほしい。お互いの気持ちを話

す必要がある。意思疎通ができて

いない。 

町による協力

体制 

【 2件 】 

  チラシを作っても広報には載せて

いない。 

 町からの手助けについては、活動

そのものには特に手助け不要。運

営資金が必要。 

 

（３）今後の取り組みに向けた人材の確保、育成の状況 

分類 課題 対応策 

町による協力

体制 

【 28件 】 

 講座をやれば残ってくれる人もい

るが、支援がないため、講座が開

設できない。 

 次の世代を育てるのは今からしな

ければ間に合わない。 

 多世代が交流できる場所がほし

い。 

 ボランティアフェスティバルのよ

うに勧誘できる機会がほしい。 

 ボランティアのポイント制を導入

してはどうか。 

 賛助会員制度の導入の検討。東浦

のために活動する個人や団体を応
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援しようという人を集める制度。 

 支援は、金銭だけでなく、音読に

は技術が必要なので、定期的に講

座を開くといった支援がほしい。 

 行政もボランティア団体があり、

こうした活動をしているという情

報を伝えることはできるはず。 

 個人情報の壁は確かにあるが、少

なくとも参加や頼る意欲のある当

事者については、そういう人にボ

ランティア団体を紹介することは

できるのでは。 

 行政は各団体とのネットワーク構

築をして、情報を住民に発信する

橋渡し役をしてほしい。行政が声

かけをしてほしい。 

 子どもへの教育について連携が必

要。 

 もっとボランティアセンターをう

まく使って、「ちょっとボランテ

ィア（ちょボラ）」のはじめの一

歩として、曜日を変えて、一人で

も参加出来る状態で直接話が聞け

る場、機会があればよい。 

 最初のきっかけ作りが大事。気軽

な講座などで体験談が聞ける場

や、体験できる機会あるとよい。

それを役場が考えて欲しい。 

 定年後の方ももちろん、定年する

前の仕事している人から声をかけ

るとよい。町が切り口さえつくれ

ばよい。 

 町からの企画やイベントのお誘い

や招待で返事のあった人に声をか

けるのはよいではないか。 

 「シルバー」「老人クラブ」とい

う名前では定年直後くらいの人は

入りにくい。ミドルシルバーなど

の名前にすべき。 

 65 歳成人式などでアンケートが

ある。そのアンケートをもっと「特

技」「やりたいこと」など項目を

作って、答えてもらって声を掛け
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るというのも必要。 

 定年退職してすぐ、できれば、定

年少し前の人から参加してもらえ

るとよい。年齢制限なく、若い人

も。東浦町にある大きな企業に勤

めている人もさそうべき。 

 町の方から案内を出すのがよい。

広報などに載せれば問い合わせが

あるので、そこで声をかける。細

かく丁寧に。漠然と広くやっては

そういう人は拾えない。 

 交流会などの場、イベントをする

と良いのでは。ほとんどの人は、

どんな団体があるのか知らない。

まずそれを認知させる。 

 町長にボランティアに参加しても

らえると増えそう。管理職はかな

らず参加するなど、役場の積極性

が必要。 

 町長の参加が広報やパンフレット

の表紙になるとかなりの PR にな

るのでは。 

 子どもの時からボランティア参加

の機会を作っていくべき。 

 ボランティア発表会などがあれば

よい。 

 子どものやる気を起こさせるよう

な仕掛けも必要。ケーブルTVに映

すのもいい 

 広報の担当ももっと現場で情報を

得て活用すべき。 

 モチベーションを上げる仕掛けを

必要。 

 ちょボラの専用ページ（専用 PR

欄）を作るなどのPRが必要。 

行政との協働

について 

【 10件 】 

 行政は縦割りで、ボランティアと

して参加する人間は同じなのに、

町側の課が異なるのが困る。話が

進まない。 

 視覚障害者の団体については、1年

に 1 回、社協主催交流会を行って

いる。福祉課も参加するが、参加

するだけ。 

 色んな課の人とふれあうのも必

要。人対人なので、課ではなく人

とつながりを持った方がよい。 

 65歳～75歳の人材活用として、行

政がまず旗振りをして、「やれ」

ではなく「手伝って」と言われる

とみんな動く。その仕組みを作る

べき。 
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 地元で活動している人、自治会に

情報ややるべきことが伝わらな

い。 

 なんでもかんでもボランティアに

任せるのも問題。 

 ボランティアは手伝うと言ってい

るのだから、それを頼って使って

欲しい。 

 組織ではないけど、連携できるネ

ットワークがあれば良い。地域の

ネットワークがあったほうが、利

用者当事者も助かるはず。 

 行政が土台を作ってからボランテ

ィアにお願いすべき。 

 窓口を一本化してほしい 

情報提供関連 

【 6件 】 

 視覚障害者のボランティアだが、

利用者、当事者に活動や情報が届

いているのか。町（福祉課）が届

けようとしているのか。 

 新しいボランティアはいても、視

覚障害者の利用者が増えていな

い。個人情報保護が視覚障害者の

利益になっているのか。 

 個人情報を理由に、行政が仕事を

していないのではないか。町が障

がい者の日常の生活向上を考えて

いるのか。 

 利用者が少ない、当事者に情報を

届ける努力をしているのか。同じ

境遇の方の方がわかりあえる。行

政は、行政然としていくのではな

く、こうしたボランティアをして

いる障がい者、当事者を頼って、

情報を広げるべき。 

 同じ範囲の団体での懇親会などが

あるが、行政からのメッセージ、

活動報告がない。 

 行政側がどうしたいのか、町とし

てはどういう方向に進みたいの

か、を住民に伝え、それに対して

賛否を話し合うのが協働ではない

か。 

 

団体による人

材確保 

【 4件 】 

 運営の資金について、定年退職者

を活用して、自分たちで運営の資

金を稼ぐ方法はないか。 

 ボランティアに来た方を、団体で

扱うのではなく、個別に対応して

あげるのがよい。まとめて扱うと

男性は参加しないのでは？ 

 単純なボランティア募集では人は

来ない。「勉強会」をやることで
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集まった人に声をかけるという仕

掛けをする。 

 既存の団体には入りにくいので、

新しい人は立ち上げた方が早い。 

 

（４）そのほか総合計画策定に際しての貴団体からの提案、要望 

分類 課題 対応策 

情報提供関連 

【 11件 】 

 結果やあとの報告がないと、やり

がいにつながらない。 

 第 5次総合計画について、人口減

少はわかるが、それを見直すので

あれば、これまで進めてきた計画

の反省、変更がわかりづらい。 

 総合計画の見直しについて、行政

自身がどう考えているのか？ 行

政がどう話をしているのか、個々

の修正ではなく 3年前倒しすると

いうのは、計画がまずかったから

と受けとめられる。 

 総合計画は5年－10年単位だが、

町長は 4年毎。その整合性はどう

なっているか？ 

 役場には意見を言っても返ってこ

ない。 

 今後どうなるか、といった報告がほ

しい。やりっぱなしではなく、無理

なら無理で報告がほしい。 

 「こういうことをやりました」はと

いう報告は良く見かけるが、それが

その後どうなったか、成果まで情報

発信ほしい。 

 行政の報告はわかりにくい。「取り

組み」と言われてもどんな取り組み

かをちゃんと書いて欲しい。 

 総合計画の自己評価は HP で発信し

ているが、もっと住民に対してアピ

ールする必要がある。 

 住民にわかりやすく伝える工夫が

必要。誰に対して何を伝えるか。か

しこまった場では物も言いにくい。

萎縮してしまう。意見を言う気がな

くなる。情報を伝え、意見をくみ取

る工夫が必要。 

 行政からの活動、結果、状況報告が

ない。ダメならダメでその報告がほ

しい。その上で、当事者やボランテ

ィアにどうしてほしいかいうべき。 

その他 

【 18件 】 

課題 取り組みを進めるにあたって望むこ

と・必要な支援 

 託児については母親から好評。し

かし、託児場所が貧弱。 

 オモチャを保管する場所がなく、

現在うららん地下倉庫を借りてい

る。オモチャを保管できる託児場

所があると良いと思う。 

 はなのき会館研修室で託児を行う

ことがあるが、危険な物が多く、

託児には適していないと思う。 

 文化センターは託児するには、あ

まりに危ない。 

 出し入れしやすい団体の場所がほ

しい。環境の整った活動場所が必

要。 

 町の常設の使っていない建物をも

っと条件緩く使えるようにしてほ

しい。 

 常設の居場所が必要。ご飯が食べら

れて、落ち着けて話のできる場所が

欲しい。町の空いてる建物や公民館

の一室を開放して欲しい。 

 公民館の利用などは垣根が高いの



- 8 - 

 支援センターで借りられたが、手

続きが大変。 

 文化協会には 170万円補助金が出

ている。その中のカメラの同好会

など、そんな個人の趣味に税金を

出すのか。 

 税金の使い方、公平性、公正さに

は問題がないか。そこを行政に考

えてほしい。 

 スピード感が足りない。 

 ボランティアは「タダで働く人」

という認識が行政にあるのでは。 

 本当に必要な人が訴えても「条件

にあてはまっていない」等聞き入

れてもらえない。 

 本当に町民の状況を見て判断して

ほしい。縦割り、杓子定規の対応

をやめてほしい。 

 町の施設のルールが厳しすぎる。

音を出してはダメだとか、いろい

ろ制約が多い。やってほしいなら、

もっと柔軟な対応すべき。 

で、もっとハードルを低くしてほし

い。 

 若い人の意見をもっと引き出して

子ども会や婦人会などを変えてい

く、というのを役場が主導すべき。 

 若者会議等で出た意見に実際に予

算をつけて実行する、というのを公

にするとモチベーションが上がる。 
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参考１ 基本情報及び団体の取り組み状況 

 

分野 子育て関連団体 まちづくり 

団体名 
森岡台おはなし広場 託児ボランティアおひさま 東浦町子育てネットワーカー キャラメル♪ こもれび 東浦ふるさとガイド協会 押し花グループ ミモザ 

活動年数 41年目 14年目 15年目 7 15 9 14 

構
成
員 

合計 8 24 15 9 30 42 12 

男      35  

女 8 24 15 9 30 7 12 

平均年

齢 

68 49 50 60 65 73 51 

活動頻度 週1回程度 月3回程度 月2回程度 月1回程度 週1回程度 年40回程度 月2回程度 

主な活動場所 東浦町全域 東浦町全域 東浦町全域 東浦町の一部 

(2階イオンホール) 

東浦町の一部 

（藤江、図書館） 

東浦町全域 東浦町全域 

活動の分野 福祉 福祉 福祉 その他（ぷちフェスタ、わくわく

広場） 

福祉、教育・青少年健全育成 福祉、地域コミュニティ、生涯学

習、その他（東浦の歴史文化など） 

福祉、生涯学習・文化芸術 

団
体
の
取
り
組
み 

実施し

ている

活動の

内容 

保育園、小学校、デイサービス

等での読み聞かせ 

 子育てサークル活動、お母さん

のリフレッシュのためのイベン

トや講座、行政主催の子育てに

関する行事等の託児 

 毎月第 3 木曜日に親子の遊び場

「おひさまひろば」を開催 

 毎月第 3 木曜日（原則）に定例

会を開いてメンバーの相互理解

を図っている 

毎月1回、イオンモール東浦内（2

階イオンホール）で子どもをもつ

親同士の交流の場として「ぷちフ

ェスタ、わくわく広場」を運営す

る。 

週1回 藤江児童館 

（金） よみきかせ16:30～17:00 

 

図書館 第1第3水曜日11:00～

11:30 

 

オファーがあれば、寝1回くらい

保育園に行きます。（ブックスタ

ートのお手伝い） 

主にデイサービス等の福祉施

設で押し花の小物作り体験を

している。 

町内の歴史・文化を主とした 

① 「ふるさとガイド」や「ふる

さと散歩」、「ふるさと講座」研

修会 

②小・中学校における郷土学習 

③高齢者の「デイサービス」、「い

きいきサロン事業」支援 

④於大祭りに協賛した乾坤院ガ

イド、於大のみち桜（八重桜）ガ

イド 

⑤産業まつりに協賛した「ふるさ

とクイズ」の実施 

 生涯学習課主催のリフレッシ

ュ教室時の託児やサークル立

ち上げ時の助言など（年6回） 

 保健センター4ヶ月児検診時の

赤ちゃん見守りや相談相手（月

1回） 

 定例会（月1回） 

 支援者対象勉強会（年1回） 

 於大まつりまたは福祉祭りへ

の参加（年1回） 

 養成講座（H28 年度は 3 回開

催）） 

今後の

取り組

み予定 

依頼のあった施設へ行きたい  メンバーのほとんどが子育て中

で、なおかつ仕事を持っている

者が多く、時間（仕事）をやり

くりして活動に参加している。 

 メンバーを増やすため、また、

自分たちのスキルアップのた

め、来年度の養成講座を計画中

である 

 親子のみならず、三世代がゆ

っくりお買い物のついでにく

つろぎながら過ごせる広場で

地域全体での子育てｗｐ目指

し、見守りながら楽しく子育

て環境の充実のために運営し

ている。 

 各地域（町内）に親子のみな

らず、三世代が一緒に過ごせ

る「あそびの広場」を広げて

いきたい。 

現状維持です。 現状では2～3人で役20～30名の

方の作品制作をお手伝いしてい

る。教室加入の生徒さんの有志で

取り組んでいるが、今後はボラン

ティアのんみの活動をしてくだ

さる会員を作って展開していき

たい。 

上記の事業を行ってきたが、平成

30年度に10年目の節目を迎えま

す。 

現在、町政 70周年記念「東浦お

だいちゃん検定」を観光協会と6

月から計画中。 

主催：観光協会 

後援：商工会、文化協会、JA 知

多、ふるさとガイド協会の予定 

本番：平成 30 年 7 月 22 日(日)

勤労会館、プレ検定：今年の産業

まつり 

最終的に住民の皆さんに「郷土愛

を育んで頂く」ことになれば幸い

である。 

 福祉実践教室（妊婦体験&赤ち

ゃんふれあい）  

社協より来年度からの依頼

あり 

 ママたちの座談会 

4～6 名程度のママたちで

子育てについての悩みや迷

いを話せる場を作る。人に

話すことで心のモヤモヤが

軽くなったり、自分だけで

はないないと安心したり心

にゆとりを持てるのでは… 

と考えている 
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分野 福祉 

団体名 点訳サークルあいりす 音訳ボランティアアイアイ 視覚障害者ガイドボランティ

ア ほたるの会 

認定NPO法人 絆 オレンジパラソル 東浦町介護者の会 琴わ会 

活動年数 19 22 21 24 3 13 6 

構
成
員 

合計 6 16 113 15 13 3～4 13 

男   18 2 2  5 

女 6 16 95 13 11 3～4 8 

平均年齢 65 50～70 54.4 65 73 55 62 

活動頻度 月2回程度 月4回程度 月6回程度 365日 週1回程度 月1回程度 月1～2回程度 

主な活動場所 東浦町及び隣接市町村 東浦町全域 東浦町及び隣接市町村 東浦町及び隣接市町村 東浦町全域 東浦町の一部 東浦町及び隣接市町村 

活動の分野 福祉 福祉（障がい者） 福祉、生涯学習・スポーツ・文

化芸術 

福祉 福祉、防犯防災・交通安全 福祉 福祉、地域コミュニティ、生涯学習・文

化芸術 

団
体
の
取
り
組
み 

実施して

いる活動

の内容 

 依頼された文書の点訳 

 福祉実践教室 

 視覚障がい者のための「声

の広報」作成 

 広報ひがしうら、ひがしう

らのふくし、ひがしうら議

会だよりを読んで録音 

 その他依頼があれば要望

のものを音訳 

 今年1月より声の広報の音

源を提供し、町 HP に載せ

ている 

 住民互助の助け合い 

 コミュニティカフェ 

 さをり織の講座など 

認知症の方、及びその家族の方

たちへの理解、サポーターとし

ての認知症の啓発活動 

①毎月1回、介護の悩みを話し

合ったり講師を招いて学習

したり、リフレッシュのた

めの体を動かす等の活動を

しています。 

現役介護者が普段話せない

介護について（介護経験者

だからわかる）悩み、辛さ

等を話せる場所にしたいと

思っています。 

②年1回の会報「ほっとハート」

発効 

母体は”こもれび”という絵

本の読み聞かせや活動のボラ

ンティア団体で、その中のメン

バーで立ち上げた団体。 

大正琴のアンサンブル演奏（ソ

プラノ、アルト、テナー、ベー

ス）で障がい者、高齢者施設、

小学校に出向き、童謡、唱歌、

懐かしの歌謡曲を演奏してい

る。同時に、曲の間に紙芝居、

昔話、クイズなども取り入れて

いる。 

 月例会 

 日常生活のガイドヘルプ＝散歩、コ

インランドリー、買い物、外食、コ

ンサートや講演会、催し物などへの

外出サポート 

 小中高校の福祉教室などの福祉授

業へガイドヘルプと点字の講師と

して協力 

 虹いろフェスタに点字体験コーナ

ー開設 

 俳句の会に月3回同行同席 

 ハイキング、ウォーキング、知多四

国巡りなどにガイド同行 

今後の取

り組み予

定 

点字とはどういうものか知っ

てもらいたい 

現状では月2回の声の広報作成

に追われ、なかなか新しい取り

組みまでは行えていない。今後

活動できる人材が育成され、活

動可能な会員が増えれば、音訳

図書の作成を行いたいと考え

ている 

会員制の垣根を低くし、誰でも

参加しやすい活動を展開した

い 

 東浦町全小中学校への認知

症サポーター養成講座のお

手伝い（オレンジ劇団） 

 保険センター主催の脳トレ

サポーター 

 社協主催の認知症カフェの

お手伝い 

 認知症の勉強会、研修 

 防犯、交通安全などの啓蒙

（劇団） 

高齢者の増加に伴い、 

①今後の健康を維持していく

には… 

②独居老人になってしまって

から… 

 

プライバシー保護の関係から

難しかも？ 

全員が仕事をしながら、また、

こもれびの活動で図書館、小学

校、児童館での活動があるた

め、時間にセイヤ宇されるので

全てのリクエストを受け入れ

られない状態ではあるが、早め

の予約をしていただくなり、で

きるだけお受けできるように

している。 

今後は、国際交流にも貢献でき

る活動もしていきたいと思う。 

視覚障がい者とボランティアの高齢化の

ため、新規加入者を増やすこと 
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参考２ ヒアリング調査シート 

  

東浦町第６次総合計画策定のための各種団体ヒアリング調査シート 

【団体用】 

 

 

団体名  

代表者氏名  

記入者氏名  

連

絡

先 

電話  

ＦＡＸ  

E-mail             ＠ 

 

（１）基本情報 

① 活動年月（数字を記入） ② 構成員の状況（数字を記入） 

（     ）年目 

構成員      （       ）人 

    内 男性 （       ）人 

      女性 （       ）人 

構成員の平均年齢 （       ）歳くらい 

③ 活動の頻度（数字を記入） 

１ 週（      ）回程度 

２ 月（      ）回程度 

３ 年（      ）回程度 

④ 主な活動場所（○はひとつ）※一部地域で活動している場合は（ ）内に地域名等を記入 

１ 東浦町の一部 

（           ） 

２ 東浦町の全域 

３ 東浦町および隣接市町村 

４ 「３」以外の愛知県内 

５ その他（          ） 

⑤ 活動の分野（○はいくつでも） 

１ 国際交流・多文化共生 

２ 人権・男女共同参画 

３ 健康づくり 

４ 福祉（児童・高齢者・障がい者） 

５ 地域コミュ二ティ 

６ 産業振興 

７ 環境保全・環境美化 

８ 景観づくり 

９ 防犯・防災・交通安全 

10 教育・青少年健全育成 

11 生涯学習・スポーツ・文化芸術 

12 その他（          ） 



 

- 12 - 

  

 

（２）団体の取り込み状況 

① 実施している活動の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 貴団体の現状及び今後の取り組みの予定（活動内容の拡大・展開など）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）東浦町のまちづくりの課題、対応策 

① 団体活動を通じて感じられる東浦町におけるまちづくりの課題・問題点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題や問題点に対し望まれる対応策について 
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（４）行政との協働・連携の方向性や望むこと     
① 行政とともに取り組みたい・拡充したい活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 上記の取り組みを進めるにあたって望むこと・必要な支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）今後の取り組みに向けた人材の確保・育成の状況 

① 人材の確保の状況・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）その他 

① 総合計画策定に際しての貴団体からの提案、要望 

 

 

 

 

 

 

 


